
資料２
区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１ 区 間 名 静内・三石区間
しずない みついし

２ 関係市町村 北海道 静内町、三石町
しずない みついし

３ 事業着手時の目 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な

的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４ 事業対象地区の

状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1

( ) 森林・林業情勢 ① 関係町の事業量（施業量、木材生産量）が相当量2
及び社会経済情勢 計画されている。

730ha年平均 間伐

1,220ha保育

â木材生産量 千38

② 本区間は、静内町高見地区と三石町美河地区を結
た か み み か わ

ぶ区間であり、近隣の浦河町、静内町からの所要時

間が短縮され、森林の総合利用施設の利用者増が期

待される。

５ 地元（地方公共 北海道、静内町、三石町は、早期完成を要望してい

団体等）の意向 る。

６ 再評価の概要 【継 続】

関係町は大規模な林業地域であり、本区間の完成に

よって

① 林業・林産業の振興

② 森林の総合利用の促進

③ 海沿いの国道を補完することによる地域の交通ネ

ットワークの形成への寄与

等の効果が期待されることから、事業を継続すること

とする。

、 、なお 引き続き猛禽類のモニタリング調査に基づき

環境保全に配慮して事業を実施する必要がある。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１ 区 間 名 葛巻・浄法寺区間
くずまき じょうほうじ

２ 関係市町村 岩手県 葛巻町、一戸町、浄法寺町
くずまき いちのへ じょうほうじ

３ 事業着手時の目 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な

的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４ 事業対象地区の

状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1

( ) 森林・林業情勢 ① 関係町の事業量（施業量、木材生産量）が相当量2
及び社会経済情勢 計画されている。

2,740ha年平均 間伐

2,560ha保育

â木材生産量 千161

② 本区間は、葛巻町鰻 沢地区と浄法寺町焼切地区を
うなぎさわ やっきり

結ぶ区間であり、葛巻町の平庭高原を中心とした森
ひらにわ

林の総合利用構想の中で主要なアクセス道として位

置付けられているほか、葛巻町、一戸町の関係集落

から町中心部へ向かう上で利便性が高まると期待さ

れる。

５ 地元（地方公共 岩手県、葛巻町、一戸町、浄法寺町は、早期完成を

団体等）の意向 要望している。

６ 再評価の概要 【計画路線を変更のうえ継続】

関係町は大規模な林業地域であり、本区間の完成に

よって

① 林業・林産業の振興

② 森林の総合利用の促進

③ 南北に通過する国道、県道を本区間が東西に連絡

することによる地域の交通ネットワークの形成への

寄与

等の効果が期待されることから、一部の工事区間につ

いて効率的な事業実施を図るため計画路線を変更し公

道利用に振り替え、延長を短縮して、事業を継続する

こととする。

なお、猛禽類のモニタリング調査等に基づき、環境

保全に配慮して事業を実施する必要がある。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１ 区 間 名 浄法寺・田子区間
じょうほうじ た っ こ

２ 関係市町村 青森県 田子町 岩手県 浄法寺町
た っ こ じょうほうじ

３ 事業着手時の目 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な

的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４ 事業対象地区の

状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1

( ) 森林・林業情勢 ① 関係町の事業量（施業量、木材生産量）が相当量2
及び社会経済情勢 計画されている。

670ha年平均 間伐

1,040ha保育

â木材生産量 千44

② 本区間は、浄法寺町伊崎沢地区と田子町小森高原
いさきざわ こ も り

地区を結ぶ区間であり、浄法寺町内の森林総合利用

施設への青森県側からのアクセスや、田子町内の同

種施設への南側からのアクセスが容易になるほか、

浄法寺町の関係集落から芦名沢牧場への移動時間が
あしなざわ

短縮される。

５ 地元（地方公共 青森県、田子町、岩手県、浄法寺町は、早期完成を

団体等）の意向 要望している。

６ 再評価の概要 【継 続】

関係町は大規模な林業地域であり、本区間の完成に

よって

① 林業・林産業の振興

② 森林の総合利用の促進

③ 大型車が田子町西部から盛岡市方面へ向かう場合

の走行距離の短縮など地域の交通ネットワークの形

成への寄与

等の効果が期待されることから、事業を継続すること

とする。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１ 区 間 名 横沢・荒川区間
よこさわ あらかわ

２ 関係市町村 岩手県 遠野市、川井村
と お の か わ い

３ 事業着手時の目 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な

的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４ 事業対象地区の

状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1

( ) 森林・林業情勢 ① 関係町の事業量（施業量、木材生産量）が相当量2
及び社会経済情勢 計画されている。

1,400ha年平均 間伐

2,390ha保育

â木材生産量 千58

② 本区間は、川井村鈴久名地区から遠野市上附馬牛
す ず く な かみつきもうし

地区を結ぶ区間であり、張山地区や荒川高原等にお
はりやま あらかわ

ける森林総合利用のための活用が期待されるほか、

地域防災への貢献も期待される。

５ 地元（地方公共 岩手県、遠野市、川井村は、早期完成を要望してい

団体等）の意向 る。

６ 再評価の概要 【計画路線を変更のうえ継続】

関係市村は大規模な林業地域であり、路線全体の進

捗率が高く（これまでに４区間中３区間が完成済み 、）

区間の進捗率も８割以上で、本区間の完成によって

① 林業・林産業の振興

② 森林の総合利用の促進

③ 南北に通過する本区間が東西に通過する県道に接

続することによる地域の交通ネットワークの形成へ

の寄与

等の効果が期待されることから、一部の工事区間につ

いて環境保全等に配慮しトンネル化など経路変更を行

い、延長を短縮して、事業を継続することとする。

なお、引き続き猛禽類のモニタリング調査等に基づ

き、環境保全に配慮して事業を実施する必要がある。

７ その他（費用対 区間のうち、平成 年度末見込み残工事分に関する13
効果分析の試行結 費用対効果分析による試算結果は、効果額（木材生産

果） 効果、造林効果等） 百万円、費用（事業費、維持2,625
） 、 。管理費 百万円であり 投資効率は となった2,433 1.08



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１ 区 間 名 西 城・東 城区間
さいじょう とうじょう

２ 関係市町村 広島県 西 城町、東 城町
さいじょう とうじょう

３ 事業着手時の目 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な

的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４ 事業対象地区の

状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1

( ) 森林・林業情勢 ① 関係町の事業量（施業量、木材生産量）が相当量2
及び社会経済情勢 計画されている。

930ha年平均 間伐

1,720ha保育

â木材生産量 千13

② 本区間は、西城町高尾地区と東城町始終地区を結
こ う お しじゅう

ぶ区間であり、林業、林産業の活性化により地元で

の雇用機会が増大するとともに、集落間のネットワ

ーク構造を強化する。

５ 地元（地方公共 広島県、西城町、東城町は、早期完成を要望してい

団体等）の意向 る。

６ 再評価の概要 【継 続】

関係町は大規模な林業地域であり、本区間の完成に

よって

① 林業・林産業の振興

② 集落間を連絡することによる地域の交通ネットワ

ークの形成への寄与

等の効果が期待されることから、事業を継続すること

とする。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１ 区 間 名 小 岩 道・鳥越区間
しょうがんどう とりごえ

２ 関係市町村 愛媛県 津島町、内海村
つ し ま うちうみ

３ 事業着手時の目 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な

的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４ 事業対象地区の

状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1

( ) 森林・林業情勢 ① 関係町の事業量（施業量、木材生産量）が相当量2
及び社会経済情勢 計画されている。

470ha年平均 間伐

60ha保育

â木材生産量 千5

② 本区間は、津島町下畑地地区と内海村平碆地区を
しもはたじ ひらばえ

結ぶ区間であり、近隣に位置する篠山県立自然公園
ささやま

へのアクセス道として入込者の増加が期待されるほ

か、周辺集落の移動手段は国道１本のみであること

、 。から 防災用道路としての効果の発揮が期待される

５ 地元（地方公共 愛媛県、津島町、内海町は、早期完成を要望してい

団体等）の意向 る。

６ 再評価の概要 【継 続】

関係町村は人工林率が６割と高く、本区間の完成に

よって

① 林業・林産業の振興

② 森林の総合利用の促進

③ 南北に通過する国道、県道を本区間が東西に連絡

することによる地域の交通ネットワークの形成への

寄与

等の効果が期待されることから、事業を継続すること

とする。

なお、猛禽類のモニタリング調査等に基づき、環境

保全に配慮して事業を実施する必要がある。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１ 区 間 名 清水・三原区間
し み ず み は ら

２ 関係市町村 高知県 土佐清水市、三原村
と さ し み ず み は ら

３ 事業着手時の目 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な

的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４ 事業対象地区の

状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1

( ) 森林・林業情勢 ① 関係町の事業量（施業量、木材生産量）が相当量2
及び社会経済情勢 計画されている。

580ha年平均 間伐

330ha保育

â木材生産量 千11

② 本区間は、土佐清水市上野地区と三原村皆尾地区
う え の み な お

を結ぶ区間であり、土佐清水市の下益野地区などか
しもましの

ら宿毛市、中村市の市街地へのアクセスが容易とな
す く も なかむら

り、通勤等に要する時間が短縮される。

５ 地元（地方公共 高知県、土佐清水市、三原村は、早期完成を要望し

団体等）の意向 ている。

６ 再評価の概要 【継 続】

区間の進捗率が８割と高く、本区間の完成によって

① 林業・林産業の振興

② 土佐清水市と宿毛市平田地区を最短距離で結ぶこ

とによる地域の交通ネットワークの形成への寄与

等の効果が期待されることから、事業を継続すること

とする。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１ 区 間 名 池川・吾北区間
いけがわ ご ほ く

２ 関係市町村 高知県、池川町、吾北村
いけがわ ご ほ く

３ 事業着手時の目 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な

的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４ 事業対象地区の

状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1

( ) 森林・林業情勢 ① 関係町の事業量（施業量、木材生産量）が相当量2
及び社会経済情勢 計画されている。

490ha年平均 間伐

400ha保育

â木材生産量 千8

② 本区間は、池川町用居地区と吾北村清水下分地区
も ち い きよみずしもぶん

を結ぶ区間であり、周辺の自然公園等における森林

の総合利用が推進されると予想されるほか、国道等

が大雨時に通行制限された場合のう回路や、吾北村

北部の集落間の連絡道路としての機能を発揮すると

期待される。

５ 地元（地方公共 高知県、池川町、吾北村は、早期完成を要望してい

団体等）の意向 る。

６ 再評価の概要 【計画（構造・規格）を変更のうえ継続】

関係町村は人工林率が７割と高く、本区間の完成に

よって

① 林業・林産業の振興

② 森林の総合利用の促進

③ 集落間を連絡することによる地域の交通ネットワ

ークの形成への寄与

等の効果が期待されることから、一部の工事区間につ

いて効率的な事業実施を図るため計画（構造・規格）

、 。を変更し幅員を縮小して 事業を継続することとする

なお、猛禽類のモニタリング調査等に基づき、環境

保全に配慮して事業を実施する必要がある。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１ 区 間 名 泉 ・五木区間
いずみ い つ き

２ 関係市町村 熊本県、 泉 村、五木村、水上村
いずみ い つ き みずかみ

３ 事業着手時の目 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な

的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４ 事業対象地区の

状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1

( ) 森林・林業情勢 ① 関係町の事業量（施業量、木材生産量）が相当量2
及び社会経済情勢 計画されている。

710ha年平均 間伐

800ha保育

â木材生産量 千31

② 本区間は、泉村久連子地区と五木村の林道白蔵線
く れ こ しらぞう

を結ぶ区間であり、本区間を通行し周辺の森林の総

合利用施設を利用する入込者の増加が見込まれ、終

点側の施設における利用客の増加が期待される。

５ 地元（地方公共 熊本県、泉村、五木村、水上村は、早期完成を要望

団体等）の意向 している。

６ 再評価の概要 【計画路線を変更のうえ継続】

区間の進捗率が７割と高く、本区間の完成によって

① 林業・林産業の振興

② 森林の総合利用の促進

③ 集落間を連絡することによる地域の交通ネットワ

ークの形成への寄与

等の効果が期待されることから、一部の工事区間につ

いて環境保全等に配慮しトンネル化など経路変更を行

い、延長を短縮して、事業を継続することとする。

、 、なお 引き続き猛禽類のモニタリング調査に基づき

環境保全に配慮して事業を実施する必要がある。


